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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 5,000 △2.7 229 △44.1 224 △46.8 117 △51.0
26年3月期第2四半期 5,140 1.2 410 22.7 422 36.8 240 148.3

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 157百万円 （△37.9％） 26年3月期第2四半期 253百万円 （191.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 8.45 ―
26年3月期第2四半期 17.24 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第2四半期 11,389 6,296 55.3
26年3月期 12,820 6,293 49.1
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 6,296百万円 26年3月期 6,293百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 0.00 ― 9.00 9.00
27年3月期 ― 0.00
27年3月期（予想） ― 9.00 9.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,078 △2.1 850 △21.5 826 △23.3 489 △14.2 35.10



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、【添付資料】４ページ「会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件およ
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 13,950,000 株 26年3月期 13,950,000 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 1,950 株 26年3月期 1,950 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 13,948,050 株 26年3月期2Q 13,948,143 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 
 
（1）連結経営成績に関する定性的情報 
 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、このところ弱さがみられるが、緩やかに
回復基調が続いています。また、先行きについては、当面弱さが残るものの、各種政策の効果
もあって、緩やかに回復していくことが期待されています。 

航空業界は、訪日旅客の増加等により堅調に推移しているなかで、大手航空会社によるネッ
トワークの拡充、国内マーケットに定着した本邦ＬＣＣのシェア拡大、チャーター便の就航増
など、競争環境が激化しています。 
このような状況下における当社業績は、動力事業では、国内大手航空会社向けの販売が減少

したこと等により、若干の減収となりました。整備事業では、大口設備更新作業の減少等によ
り減収となりました。付帯事業では、フードカート販売が大きく減少し減収となりました。そ
の結果、売上高合計は 50 億円と前年同期比１億 39 百万円（2.7％）の減収となりました。営
業費用につきましては、整備事業、付帯事業の原材料費が減少したものの、減価償却費が増加
したこと等により、47 億 71 百万円と前年同期比 41 百万円（0.9％）の増加となりました。 
以上により、営業利益は２億 29 百万円と前年同期比１億 81 百万円（44.1％）の減益、経常

利益は、２億 24 百万円と前年同期比１億 97 百万円（46.8％）の減益となりました。 
当四半期純利益については、固定資産除却等による特別損失が若干減少し、１億 17 百万円

と前年同期比１億 22 百万円（51.0％）の減益となりました。 
 
各セグメントの業績は次のとおりです。 
 
① 動力事業 

羽田空港の国際線再拡張に伴い販売機会が増加したものの、国内大手航空会社の電力
供給時間減少等により、売上高は 26 億 31 百万円と前年同期比 12 百万円（0.5％）の減
収となりました。 
セグメント利益は、羽田空港の国際線再拡張に伴う減価償却費が大きく増加したこと、

電力料金の値上げにより原材料費が増加したこと等により、３億 20 百万円と前年同期
比１億円（23.9％）の減益となりました。 

 
② 整備事業 

成田空港の航空会社関連施設における大口設備更新作業の受注等が減少したこと等に
より、売上高は 18 億 29 百万円と前年同期比 39 百万円（2.1％）の減収となりました。 
セグメント利益は、大口設備更新作業の原材料費が減少した一方、役務提供作業が増

加したことにより、２億１百万円と前年同期比 13 百万円（7.1％）の増益となりました。 
 

③ 付帯事業 
各空港における設備・備品販売が増加したものの、消費税引き上げに伴う駆け込み需

要の反動による影響等により、フードカート販売が大きく減少したため、売上高は５億
39 百万円と前年同期比 87 百万円（13.9％）の減収となりました。 
セグメント利益は、売上の減少に伴い原材料費が減少したものの、固定費が増加した

ことにより、10 百万円と前年同期比１億 11 百万円（91.3％）の減益となりました。 
なお、新規事業として準備を進めてきた植物工場は７月に完成し、当第２四半期会計

期間より生産・販売を開始しております。 
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（単位：百万円） 

 
売上高 セグメント利益 

第 49 期 
第 2 四半期 

第 50 期 
第 2 四半期

前年同期比 
（％） 

第 49 期 
第 2 四半期

第 50 期 
第 2 四半期 

前年同期比

（％） 

 

動力事業 2,644 2,631 99.5 420 320 76.1

整備事業 1,868 1,829 97.9 187 201 107.1

付帯事業 627 539 86.1 121 10 8.7

合 計 5,140 5,000 97.3 730 532 72.9

全社費用*  319 302 94.7

営業利益  410 229 55.9
＊全社費用は、主に報告セグメントに帰属していない一般管理費です。 

 
 
（2）連結財政状態に関する定性的情報 

 
（資産） 

当第２四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度（以下「前期」という）末比 14 億
30 百万円（11.2％）減少の 113 億 89 百万円となりました。 
流動資産は、前期末比 13 億 81 百万円（22.6％）減少の 47 億 28 百万円となりました。主

な要因は、現金及び預金が５億 72 百万円、受取手形及び営業未収入金が５億 32 百万円、流動
性の高い有価証券が３億 90 百万円減少し、商品及び製品、仕掛品等の棚卸資産が１億 9 百万
円増加したこと等によります。 

固定資産は、前期末比 49 百万円（0.7％）減少の 66 億 61 百万円となりました。これは、
退職給付に係る資産が 82 百万円減少したこと等によります。 
 

（負債） 
流動負債・固定負債は、前期末比 14 億 33 百万円（22.0％）減少の 50 億 93 百万円となり

ました。主な要因は、営業未払金が２億 97 百万円、未払金が７億 52 百万円、未払法人税等が
２億１百万円減少し、流動負債・固定負債を合算した長期借入金を１億 61 百万円返済したこ
と等によります。 
 

（純資産） 
純資産合計は、前期末比 3 百万円（0.1％）増加の 62 億 96 百万円となりました。これは、

当四半期純利益および剰余金の配当を加減算した結果、利益剰余金が 36 百万円減少し、退職
給付に係る調整累計額が 26 百万円増加したこと等によります。 

 
 
（3）連結業績予想に関する定性的情報  

 
通期業績見通しにつきましては、各事業の業績が概ね想定した範囲内で推移していることか

ら、現時点では期初の業績予想を変更しておりません。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

  
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 
 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
   該当事項はありません。 
 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
 

 （会計方針の変更） 
 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第 26 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給
付会計基準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針
第 25 号 平成 24 年５月 17 日。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第
35 項本文及び退職給付適用指針第 67 項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期
間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方
法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間
に近似した年数に基づく割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を
反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。 
 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第 37 項に定める経過的な取扱いに
従って、当第２四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の
変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。 
 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が 44 百万円増加し、利益
剰余金が 28 百万円減少しております。 
また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への

影響は軽微となっております。 
 



３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

  

                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 1,897,709 1,325,686 

    受取手形及び営業未収入金 1,982,780 1,450,096 

    有価証券 1,292,015 901,665 

    商品及び製品 109,985 112,771 

    仕掛品 21,640 107,023 

    原材料及び貯蔵品 450,979 472,232 

    その他 354,326 358,828 

    流動資産合計 6,109,436 4,728,306 

  固定資産     

    有形固定資産     

      建物及び構築物 10,063,219 10,241,464 

        減価償却累計額 △7,554,694 △7,645,922 

        建物及び構築物（純額） 2,508,525 2,595,542 

      機械装置及び運搬具 8,351,112 8,501,830 

        減価償却累計額 △6,300,630 △6,440,382 

        機械装置及び運搬具（純額） 2,050,481 2,061,447 

      土地 110,608 110,608 

      リース資産 710,939 697,935 

        減価償却累計額 △476,734 △522,069 

        リース資産（純額） 234,204 175,865 

      建設仮勘定 424,028 389,466 

      その他 516,920 518,328 

        減価償却累計額 △451,430 △463,955 

        その他（純額） 65,489 54,373 

      有形固定資産合計 5,393,337 5,387,302 

    無形固定資産     

      ソフトウエア 10,377 74,553 

      ソフトウエア仮勘定 53,500 - 

      その他 13,996 12,972 

      無形固定資産合計 77,874 87,525 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 157,169 176,751 

      敷金及び保証金 208,460 185,885 

      退職給付に係る資産 272,845 190,082 

      その他 601,321 633,943 

      投資その他の資産合計 1,239,796 1,186,662 

    固定資産合計 6,711,007 6,661,491 

  資産合計 12,820,443 11,389,797 
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                      (単位：千円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部     

  流動負債     

    営業未払金 748,549 451,077 

    1年内返済予定の長期借入金 319,450 316,250 

    リース債務 117,257 81,035 

    未払法人税等 311,091 109,919 

    未払金 873,365 120,971 

    その他 537,262 568,515 

    流動負債合計 2,906,975 1,647,769 

  固定負債     

    長期借入金 1,618,000 1,459,875 

    リース債務 138,721 110,651 

    製品保証引当金 24,095 18,985 

    退職給付に係る負債 1,799,655 1,785,950 

    資産除去債務 39,326 69,593 

    その他 210 210 

    固定負債合計 3,620,008 3,445,266 

  負債合計 6,526,983 5,093,035 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,038,750 2,038,750 

    資本剰余金 114,700 114,700 

    利益剰余金 4,285,879 4,249,754 

    自己株式 △663 △663 

    株主資本合計 6,438,666 6,402,541 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 6,268 18,871 

    退職給付に係る調整累計額 △151,474 △124,650 

    その他の包括利益累計額合計 △145,206 △105,778 

  純資産合計 6,293,459 6,296,762 

負債純資産合計 12,820,443 11,389,797 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 5,140,145 5,000,729 

売上原価 4,353,176 4,400,544 

売上総利益 786,968 600,185 

販売費及び一般管理費 376,168 370,521 

営業利益 410,800 229,663 

営業外収益     

  受取利息 1,240 769 

  受取配当金 2,669 3,018 

  保険配当金 961 620 

  保険事務手数料 605 588 

  投資有価証券売却益 24,772 - 

  受取補償金 - 5,345 

  その他 1,098 903 

  営業外収益合計 31,347 11,245 

営業外費用     

  支払利息 18,691 14,720 

  その他 1,001 1,629 

  営業外費用合計 19,692 16,350 

経常利益 422,455 224,559 

特別損失     

  固定資産除却損 13,218 12,056 

  減損損失 ※  4,659 - 

  特別損失合計 17,878 12,056 

税金等調整前四半期純利益 404,577 212,502 

法人税、住民税及び事業税 165,242 102,004 

法人税等調整額 △1,147 △7,313 

法人税等合計 164,094 94,690 

少数株主損益調整前四半期純利益 240,482 117,811 

四半期純利益 240,482 117,811 
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 240,482 117,811 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 12,813 12,603 

  退職給付に係る調整額 － 26,824 

  その他の包括利益合計 12,813 39,427 

四半期包括利益 253,295 157,239 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 253,295 157,239 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  

 

                      (単位：千円) 

                    前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー     

  税金等調整前四半期純利益 404,577 212,502 

  減価償却費 366,177 449,541 

  減損損失 4,659 - 

  貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,022 - 

  製品保証引当金の増減額（△は減少） - △5,109 

  退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,302 - 

  退職給付に係る資産の増減額（△は増加） - 82,762 

  退職給付に係る負債の増減額（△は減少） - △16,160 

  受取利息及び受取配当金 △3,909 △3,787 

  支払利息 18,691 14,720 

  受取補償金 - △5,345 

  有形固定資産除却損 13,218 12,056 

  投資有価証券売却損益（△は益） △24,772 - 

  売上債権の増減額（△は増加） 347,739 532,683 

  たな卸資産の増減額（△は増加） △329,766 △109,423 

  仕入債務の増減額（△は減少） 32,112 △297,471 

  未収消費税等の増減額（△は増加） △57 76,858 

  未払消費税等の増減額（△は減少） 183 60,408 

  その他 △34,981 △132,095 

  小計 798,151 872,140 

  利息及び配当金の受取額 3,909 3,787 

  利息の支払額 △19,364 △15,249 

  補償金の受取額 - 5,345 

  法人税等の支払額 △191,133 △290,836 

  営業活動によるキャッシュ・フロー 591,563 575,187 

投資活動によるキャッシュ・フロー     

  定期預金の払戻による収入 - 200,000 

  有形固定資産の取得による支出 △301,253 △1,128,641 

  無形固定資産の取得による支出 - △63,165 

  有形固定資産の除却による支出 △32,722 △1,738 

  投資有価証券の売却による収入 27,422 - 

  敷金及び保証金の差入による支出 △3,727 △594 

  敷金及び保証金の回収による収入 27,290 23,170 

  その他 △821 △15,770 

  投資活動によるキャッシュ・フロー △283,811 △986,740 

財務活動によるキャッシュ・フロー     

  長期借入金の返済による支出 △238,725 △161,325 

  配当金の支払額 △125,256 △125,202 

  リース債務の返済による支出 △59,709 △64,291 

  財務活動によるキャッシュ・フロー △423,690 △350,819 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △115,939 △762,372 

現金及び現金同等物の期首残高 3,254,107 2,989,724 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,138,167 2,227,352 
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【注記事項】 
（連結損益計算書関係） 
※ 減損損失 

前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日）において、当社グ 
ループは、以下の資産について減損損失を計上しております。 

                                  (単位：千円) 
 
 
 
 
 
 

当社グループは、事業用資産については事業セグメントを基礎としてグルーピングを行って

おります。 
前第２四半期連結会計期間において成田空港における空港整備計画による工事が開始された

ため、該当資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減損損失 4,659 千円は特別損失に

表示しております。減損損失の内訳は、構築物 4,602 千円、機械装置 56 千円であります。 
なお、処分予定資産の回収可能価額は、使用価値により測定しております。 

 
(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

(5) セグメント情報等 
 
【セグメント情報】 

 
Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年９月30日)   
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
          

(単位：千円) 
 

 
 

 
 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

用途 種類 場所 

電力供給設備 構築物・機械装置 
 
成田空港内 
 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合  計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 

   対する売上高 
2,644,499 1,868,467 627,178 5,140,145 

 (2) セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
― ― 2,922 2,922 

計 2,644,499 1,868,467 630,100 5,143,067 

セグメント利益 420,651 187,973 121,785 730,410 

利  益 金  額 

報告セグメント計 730,410 

全社費用（注） △319,610 

 四半期連結損益計算書の営業利益 410,800 
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３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

第２四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日  至 平成25年９月30日）において 
当社グループは、以下の資産グループについて減損損失を計上しました。 

  (単位：千円) 
 
 
 
 
 

 
４．報告セグメントごとののれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日) 
 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 
          

(単位：千円) 
 

 
 

 
 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額 
及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円) 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
 
 
３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

該当事項はありません。 
 
４．報告セグメントごとののれん等に関する情報 

該当事項はありません。 
 

   
(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 

減損損失 
報告セグメント  

合  計 
 動力事業 整備事業 付帯事業 

4,659         ―       ― 4,659 

 動力事業 整備事業 付帯事業 合  計 

売上高     

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高 2,631,519 1,829,428 539,780 5,000,729 

 (2) セグメント間の内部売上高 
又は振替高 ― ― 3,253 3,253 

計 2,631,519 1,829,428 543,034 5,003,982 

セグメント利益 320,247 201,404 10,568 532,220 

利  益 金  額 

報告セグメント計 532,220 

全社費用（注） △302,556 

 四半期連結損益計算書の営業利益 229,663 
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